































































　　　　 健常女子学生 5 名　計 10 名（年齢















































①甘味 ( 砂糖 ) ： 濃 度 ス コ ア 1（0.05 ％）・
2（0.15 ％）・3（0.25 ％）・4
（0.5％）・5（0.75％）
②塩味 ( 食塩 ) ： 濃度スコア 1（0.005％）・2
（0.01 ％）・3（0.015 ％）・4
（0.02％）・5（0.025％）
③酸味 ( クエン酸 ) ： 濃度スコア 1（0.005％）・
2 （ 0 . 0 0 6 3 ％ ）・
3（ 0 . 0 0 7 5 ％）・ 4
（0.0083％）・5（0.01％）




































































































































































































































































































































































































図４－４ 酸味 女性（５名）・検知閾値 
 



























































図４－４ 酸味 女性（５名）・検知閾値 
 



























































図４－４ 酸味 女性（５名）・検知閾値 
 



























































































































































































































































































































































































生理学雑誌　第 17 巻第 2号　p.59 ～ p.66
5）　川野　因　他（2002）「スポーツ選手における日
常的トレーニングが味覚に及ぼす影響について」












　　日本味と匂学会誌　第 8巻第 1号　p.25 ～ p.32
10） 井上芳光（2011）「高温高湿下運動時の有効発汗
量と無効発汗量の性差」


















誌　第 25 巻第 1号　p.1 ～ p.11　産業医科大学
16） 佐々木繁盛（2011）「体育系学生の味覚感度調査」
仙台大学紀要　第 43 号第１号　p.29 ～ p.33 
17） 吉田恵子（2004）「味覚感度に関する研究 (第 2報 ) 
: 短大生と一般人の味覚感度の比較」　紀要　第
32 巻　p.125 ～ p.135 つくば国際短期大学
18） 北村繁和（1988）「1500 ｍ走記録と最大酸素摂取
量及び無酸素性作業閾値の関係」富山大学教養















2013 年  5  月 31 日受付
2013 年  7  月 16 日受理( )
身体運動が味覚に与える影響
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